
た
い
ら

あ
さ

ひ
こ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

平

朝

彦

専
攻
学
科
目

地
質
学

生
年
月
日

昭
和
二
一
年
五
月
三
〇
日

略

歴

昭
和
四
五
年

三
月

東
北
大
学
理
学
部
地
学
第
一
学
科
卒
業

同

五
一
年

五
月

米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
ダ
ラ
ス
校
博
士
課
程
修
了

同

五
一
年

五
月

Ph.D
.

同

五
二
年

四
月

高
知
大
学
文
理
学
部
助
手

同

五
三
年

四
月

高
知
大
学
理
学
部
助
教
授

同

六
〇
年

一
月

東
京
大
学
海
洋
研
究
所
教
授

平
成
一
四
年

四
月

海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
地
球
深
部
探
査
セ
ン
タ
ー
長

同

一
六
年

四
月

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
地
球
深
部
探
査
セ
ン
タ
ー
長
（
現
在
に
至
る
）

同

一
八
年

四
月

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
理
事
（
併
任
、
現
在
に
至
る
）

四



Ph.D.
平

朝
彦
氏
の
「
プ
レ
ー
ト
沈
み
込
み
帯

の
付
加
作
用
に
よ
る
日
本
列
島
形
成
過
程
の
研

究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

１
�
研
究
の
概
要

平

朝
彦
氏
は
、
日
本
列
島
の
基
礎
を
構
成
す
る
地
層
群
を
新
し
い
観
点
か

ら
研
究
し
、
そ
れ
ら
の
地
層
群
が
海
溝
地
帯
に
お
け
る
付
加
作
用
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
周
辺
の

深
海
で
沈
み
込
む
と
き
に
、
海
洋
底
か
ら
剥
ぎ
取
ら
れ
た
海
洋
地
殻
の
岩
石
、

遠
洋
性
堆
積
物
、
お
よ
び
海
溝
堆
積
物
が
大
陸
に
付
加
し
て
新
し
い
地
層
群
を

形
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
沿
っ
て
、
地
層
の
変
形
、
断
層
や
褶
曲
、
地
震

帯
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
従
来
の
地
殻
の
上
下
運
動
で
あ
る
地
向
斜
論
に
基
づ

く
日
本
列
島
形
成
論
は
根
本
か
ら
否
定
さ
れ
、
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
プ

レ
ー
ト
の
運
動
と
沈
み
込
み
に
起
因
す
る
付
加
作
用
が
日
本
列
島
形
成
の
基
本

過
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

２
�
研
究
の
展
開

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
は
新

し
い
地
球
観
と
し
て
定
着
し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
海
洋
底
拡
大
説
か
ら
プ

レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
へ
の
発
展
は
、
主
に
中
央
海
嶺
の
探
査
に
依
存
し
た
も

の
で
あ
り
、
プ
レ
ー
ト
沈
み
込
み
帯
で
の
地
球
科
学
は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
分
野

で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
日
本
列
島
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
観
察
さ
れ
る
複
雑
な
地

質
構
造
の
形
成
過
程
、
さ
ら
に
日
本
列
島
の
形
成
に
お
け
る
プ
レ
ー
ト
沈
み
込

み
の
役
割
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

平
氏
は
西
南
日
本
の
太
平
洋
側
、
房
総
半
島
か
ら
沖
縄
本
島
に
沿
っ
て
、
全

長
一
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
膨
大
な
砂
岩
、
泥
岩
そ
れ

に
少
量
の
玄
武
岩
溶
岩
や
チ
ャ
ー
ト
を
伴
う
地
帯
で
あ
る
四
万
十
帯
（
し
ま
ん

と
た
い
）
の
研
究
に
一
九
七
七
年
よ
り
着
手
、
一
九
八
五
年
ま
で
に
次
の
こ
と

を
立
証
し
た
。

（
１
）
四
万
十
帯
は
、
海
溝
堆
積
物
で
あ
る
砂
岩
、
泥
岩
と
海
洋
地
殻
基
盤

の
上
部
を
構
成
す
る
玄
武
岩
枕
状
溶
岩
、
遠
洋
堆
積
物
で
あ
る
放
散

虫
チ
ャ
ー
ト
な
ど
が
混
合
し
、
約
一
億
四
〇
〇
〇
万
年
前
か
ら
一
億

年
か
け
て
、
陸
側
に
付
加
し
た
地
層
群
で
あ
る
。

（
２
）
そ
れ
に
含
ま
れ
る
玄
武
岩
溶
岩
は
、
現
在
地
か
ら
少
な
く
と
も
三
〇

〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
赤
道
海
域
で
生
成
し
、
六
〇
〇
〇
万
年

か
け
て
移
動
し
て
き
た
。

二
三



平
氏
は
、
こ
の
結
果
を
四
万
十
帯
の
み
な
ら
ず
日
本
列
島
の
基
盤
岩
全
体
の

研
究
に
も
適
用
し
、
そ
れ
ら
の
岩
石
が
、
四
万
十
帯
よ
り
古
い
時
代
に
、
同
様

の
環
境
で
生
成
し
た
付
加
体
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
研
究
は
、

世
界
で
初
め
て
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
こ
と
に

伴
っ
て
地
殻
の
上
部
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
地
質
学
的
証

拠
で
立
証
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
付
加
体
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の
発
展
を
も
た
ら

し
た
独
創
的
か
つ
先
駆
的
な
き
わ
め
て
重
要
な
研
究
で
あ
っ
た
。

平
氏
は
さ
ら
に
、
一
九
八
五
年
よ
り
、
国
際
深
海
掘
削
計
画
に
参
画
し
、
現

在
も
付
加
体
の
形
成
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
（
ト
ラ
フ
と
は
や

や
浅
い
海
溝
の
こ
と
）
や
、
伊
豆
小
笠
原
島
弧
の
研
究
を
進
め
た
。
南
海
ト
ラ

フ
で
は
、
そ
の
膨
大
な
海
溝
堆
積
物
が
ト
ラ
フ
に
流
れ
込
ん
で
い
る
富
士
川
起

源
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
海
溝
に
多
量
の
砂
岩
、
泥
岩
が
海
底
土
石
流
に

よ
っ
て
運
搬
、
堆
積
さ
れ
る
こ
と
（
海
溝
タ
ー
ビ
ダ
イ
ト
の
堆
積
）
が
付
加
体

形
成
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
伊
豆
小
笠
原
島
孤
の
陸

地
側
へ
の
衝
突
に
よ
っ
て
起
こ
る
山
脈
の
隆
起
、
海
底
土
石
流
に
よ
る
運
搬
、

付
加
体
の
形
成
と
い
う
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ
が

造
山
帯
形
成
の
本
質
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
、
日
本
列
島
形
成

過
程
の
解
明
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

平
氏
に
よ
る
四
万
十
帯
の
研
究
に
始
ま
る
付
加
体
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の
発
展
の

結
果
、
日
本
列
島
は
東
ア
ジ
ア
大
陸
の
周
辺
で
、
古
生
代
か
ら
新
生
代
ま
で
数

億
年
か
け
て
、
深
海
堆
積
物
と
海
洋
地
殻
物
質
の
付
加
に
よ
っ
て
、
年
輪
の
よ

う
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
日
本
列
島
の
よ
う
な
孤
状
列
島
が
地
向
斜
で
生
成
し
た

と
い
う
従
来
の
教
科
書
の
記
述
を
根
底
か
ら
書
き
改
め
る
も
の
で
あ
り
、
国
際

的
に
も
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

３
�
現
在
の
研
究

平
氏
の
研
究
は
、
付
加
作
用
が
大
陸
の
周
辺
で
起
り
、
大
陸
の
成
長
を
も
た

ら
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
大
陸
の
誕
生
そ
の
も
の
は
ま
だ
謎
に

包
ま
れ
て
お
り
、
現
在
、
地
球
科
学
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
平
氏

は
、
こ
の
見
地
か
ら
西
太
平
洋
地
域
の
研
究
を
進
め
、
海
洋
性
島
孤
の
衝
突
付

加
が
大
陸
誕
生
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
深
海
地
球
ド
リ
リ
ン
グ
計
画
に
も
参
画
し
、
現

在
は
地
球
深
部
探
査
船
�
ち
き
ゅ
う
�
の
運
用
責
任
者
と
し
て
海
洋
底
調
査
の

最
前
線
で
活
躍
中
で
あ
る
。
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